
第
三
十
七
条
第
三
項
の
表
障
害
者
政
策
委
員
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法

平成™œ年˜™月˜š日 金曜日 (号外第™�™号)官 報

（
基
本
理
念
）

第
三
条

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
は
、
住
民
、
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
水
防
団
、
地
方
公
共
団
体
、
国
等
の
多

様
な
主
体
が
適
切
に
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
相
互
に
連
携
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
基
本
的
認

識
の
下
に
、
地
域
に
密
着
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
地
域
で
即
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
防
機
関
で
あ

る
消
防
団
が
そ
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
消
防
団
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
防
災
に

関
す
る
意
識
を
高
め
、
自
発
的
な
防
災
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
、
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
を
活
性
化
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
責
務
を
有

す
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
施
策
が
、
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
と
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
必
要
な
調
査

研
究
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
住
民
の
役
割
）

第
五
条

住
民
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
で
き
る
限
り
、
居
住
地
、
勤
務
地
等
の
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
）

第
六
条

住
民
、
自
主
防
災
組
織
、
市
町
村
の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
そ
の
他
の
防
災
に
関
す
る
組
織
、
消
防
団
、
水

防
団
、
地
方
公
共
団
体
、
国
等
は
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相
互

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
計
画

第
七
条

市
町
村
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
当
該

市
町
村
の
地
域
に
係
る
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
そ
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
地
区
防
災
計
画
（
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
区
防
災
計
画
を
い
う
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
た
地
区
に
つ
い
て
、
地
区
居
住
者
等
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
区
居
住
者
等
を
い

う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
参
加
の
下
、
地
域
防
災
力
を
充
実
強
化
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
に
関
す
る
計
画

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

地
区
防
災
計
画
が
定
め
ら
れ
た
地
区
の
地
区
居
住
者
等
は
、
市
町
村
に
対
し
、
当
該
地
区
の
実
情
を
踏
ま
え
て
前

項
に
規
定
す
る
事
業
に
関
す
る
計
画
の
内
容
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
四
十
六
号
の
三
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
六
の
四

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
（
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
十
号

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
六
条
）

第
二
章

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
計
画
（
第
七
条
）

第
三
章

基
本
的
施
策

第
一
節

消
防
団
の
強
化
等
（
第
八
条
e

第
十
六
条
）

第
二
節

地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
の
強
化
（
第
十
七
条
e

第
二
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
近
年
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
大
災
害
を
は
じ
め
、
地
震
、

局
地
的
な
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
各
地
で
頻
発
し
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
災
害
か
ら
の
保
護
に
お
け
る

地
域
防
災
力
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
被
用
者
の
増
加
、
地
方
公
共
団
体
の
区
域

を
越
え
て
通
勤
等
を
行
う
住
民
の
増
加
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
の
担
い
手
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定

め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

計
画
の
策
定
そ
の
他
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

の
積
極
的
な
参
加
の
下
に
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
の
安
全
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、「
地
域
防
災
力
」
と
は
、
住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
、自
主
防
災
組
織（
災

害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
自
主
防
災
組
織
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）、
消
防
団
、
水
防
団
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
行
う
防
災
活
動
並
び
に
地
方
公
共

団
体
、
国
及
び
そ
の
他
の
公
共
機
関
が
行
う
防
災
活
動
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相
互
の
連
携
協
力
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
る
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
の
体
制
及
び
そ
の
能
力
を
い
う
。

第
六
条

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
四
十
六
号
の
四
を
削
る
。

第
三
十
七
条
第
三
項
の
表
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
の
項
を
削
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
十
九
の
二

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定
（
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
推
進
に
関
す

る
こ
と
。

第
六
条
第
二
項
中
「
労
働
保
険
審
査
会
」
を
「
労
働
保
険
審
査
会

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
）

第
十
三
条
の
二

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議
に
つ
い
て
は
、ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
十
七
号
か
ら
」
の
下
に
「
第
八
十
九
号
ま
で
、
第
九
十
号
か
ら
」
を
加
え
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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